
 付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

25 80,000,000 80,000,000 80,000,000

26 207,223,000 207,223,000 78,500,000 208,723,000 84,623,000

27 60,304,000 60,304,000 77,000,000 192,027,000 84,578,000

28 80,000,000 112,027,000 84,032,800

29 37,973,000 37,973,000 75,000,000 75,000,000 85,508,000

30 100,000,000 100,000,000 75,000,000 100,000,000 84,364,000

元 60,000,000 40,000,000 69,124,750

2 200,000,000 200,000,000 60,000,000 180,000,000 91,018,000

3 60,000,000 120,000,000 82,741,500

4 60,000,000 60,000,000 82,466,500

5 300,000,000 300,000,000 60,000,000 300,000,000 90,118,000

6 60,000,000 240,000,000 91,980,000

7 0 60,000,000 180,000,000 91,945,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
　福生市民会館指定管理者が主催する講座の参加者に対してアンケートを実施した。
・主催事業について、「大変良い」が83.9％、「良い」が14.8％だった。
・参加・育成事業について、「大変良い」が83.1％、「良い」が14.1％だった。
・地域推進事業について、「大変良い」が75.1％、「良い」が22.8％だった。
・鑑賞事業についてはサンプル数は少ないが、「大変良い」が78.6％、「良い」が14.3％だった。
　全般に「良くない」、「あまり良くない」という回答はほぼなく、利用者のサービス水準についての全
体の満足度は非常に高いレベルである。
　よって、目標は達成できたと考えられる。

〔地域住民への周知の実施状況〕
　本事業について防衛省の交付金を活用して実施している旨を、市民会館ホームページ、教育広
報「福生の教育」及び市民会館館報「イベントインフォメーション」に掲載して、周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　無

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額

（B）

基　金
残　額

（A）-（B）

継続事業
に要した額

運用益

円

補助事業の成果の目標

　本市では、市民の芸術文化や文化創造の拠点として、市民の心豊かな生活と活力ある地域社会
の実現に向けて、地域での芸術や文化の振興を図るために福生市民会館を設置している。
　当施設の運営は、平成20年度までは本市直営によるものであり、当時の運営上、芸術や文化の
専門的知識やノウハウに乏しく、時代に即した文化活動への取組ができなかったため、利用者や
来館者からサービスの改善を求められていた。
　そこで、平成21年度から指定管理者制度を導入し、民間事業者の専門的知識やノウハウを生か
して、行政では実施することが困難な取組を行い、地域住民が質の高い芸術や文化に触れること
ができる身近な施設として、引き続き、より一層のサービス水準の向上を図る。

　【参考指標】　福生市の人口　：56,201人　（令和５年１月１日現在）

補 助 事 業 の 内 容 　福生市民会館の維持運営

補助事業の始期及び終期
基金の造成：平成25年度から令和５年度
基金の処分：平成26年度から令和10年度

実 施 場 所 福生市福生2455番地

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 教育、スポーツ及び文化に関する事業：市民会館指定管理委託事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

27 20,000,000 20,000,000 20,000,000

28 90,000,000 90,000,000 10,000,000 100,000,000 16,114,429

29 10,000,000 90,000,000 15,035,642

30 18,000,000 72,000,000 26,170,128

元 18,000,000 54,000,000 23,471,565

2 18,000,000 36,000,000 22,515,162

3 18,000,000 18,000,000 23,699,044

4 80,000,000 80,000,000 18,000,000 80,000,000 24,425,489

5 20,000,000 60,000,000 23,916,035

6 20,000,000 40,000,000 24,690,050

7 0 20,000,000 20,000,000 24,427,700

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
【アンケート結果】
令和7年度は中学3年生と中学校教員を対象にアンケートを実施した。
アンケート結果から、福生市の学習環境が整備されていると判断した。
・英語の授業中によく英語を使いますか
　中学生　81.9％
・ALTが英語の授業に来るのが楽しみ
　中学生　74.1％
・ALTの英語はよくわかる
　中学生　75.9％
・ALTの授業は児童・生徒の英語の力をつけるのに役に立つと思う
　中学校英語科教員　　100.0％

〔地域住民への周知の実施状況〕
市ホームページ及び教育広報「福生の教育」に掲載し周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　無

事業費及び交付金額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額
（B）

基　金
残　額
（A）-（B）運用益

円

継続事業
に要した額

補助事業の成果の目標

　福生市では、本市の子どもに、自信と誇りを持たせ、グローバル化する社会においても、
積極的に人とコミュニケーションが図れる資質・能力を育成する英語教育を展開することを
重点目標としている。その目標達成の基幹となる本事業の推進のため、民間委託により外
国人英語指導助手（ＡＬＴ）を中学校に配置し、併せて小学校に随時巡回することで、児
童・生徒が「話したいときや書きたいときに英語を使うことができる」という、より自然な学習
環境を整備する。

【参考指標】
令和４年度の各小中学校児童・生徒数（令和５年２月１日現在）
　第一小学校：304名　　　第二小学校：415名
　第三小学校：415名　　　第四小学校：257名
　第五小学校：316名　　　第六小学校：334名
　第七小学校：228名　　　（小学校計　2,269名）
　第一中学校：451名　　　第二中学校：401名
　第三中学校：217名）　　（中学校計　1,069名）
　（児童・生徒数合計　3,338名）

補 助 事 業 の 内 容 英語教育指導助手（外国人）の中学校常駐及び小学校巡回配置に係る業務委託

補助事業の始期及び終期
基金の造成：平成27年度から令和４年度
基金の処分：平成28年度から令和８年度

実 施 場 所 福生市内

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 教育、スポーツ及び文化に関する事業：英語教育指導助手（外国人）委託事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

27 20,000,000 20,000,000 20,000,000

28 10,000,000 10,000,000 11,167,540

29 30,000,000 30,000,000 10,000,000 30,000,000 11,636,917

30 10,000,000 20,000,000 11,941,505

元 10,000,000 10,000,000 12,180,055

2 20,000,000 20,000,000 10,000,000 20,000,000 11,469,860

3 10,000,000 10,000,000 11,402,223

4 50,000,000 50,000,000 10,000,000 50,000,000 11,532,698

5 10,000,000 40,000,000 11,152,654

6 10,000,000 30,000,000 11,593,750

7 0 10,000,000 20,000,000 12,036,025

実 施 場 所 福生市内

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 住民の生活の安全に関する事業：通学路見守り委託事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長

補助事業の成果の目標

　児童・生徒が登下校中に犯罪や交通事故に巻き込まれる事件が全国的に後を絶たな
い状況がある。
　福生市内においては、不審者情報が頻繁に寄せられ、児童が怪我を負わされたりする
事件等が発生している。　また、これまでも児童の保護者や地域の方々が、自主的に登
下校中の見守りを行っているが、地域の特性等や意識により、見守りの状況は、学校ごと
に異なっている。
　このため、全児童が登下校中に犯罪及び交通事故による被害を受けないよう、全小学
校の通学路において見守り体制を整備し、児童の安全確保を図る。

 【参考指標】　教育委員会に寄せられた不審者情報件数
　　　　　　　　　　　　　　　実   績   令和３年度　13件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度  13件（令和４年12月末現在）

補 助 事 業 の 内 容 通学路見守り員の配置及び巡回に係る業務委託

補助事業の始期及び終期
基金の造成：平成27年度から令和４年度
基金の処分：平成28年度から令和９年度

継続事業
に要した額

運用益

円

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
令和７年度においても学校や保護者を対象に見守り事業に関するアンケートを実施し、
94％の方から「児童の通学の安全につながっている」との回答があり、継続して市民から
一定の評価があったと考えている。
市に寄せられた不審者情報件数については、令和７年度は12件であった。見守り員に不
審者情報を提供することで、より効果的な見守りができたと考えている。

〔地域住民への周知の実施状況〕
市ホームページ及び教育広報「福生の教育」に見守り事業について掲載して、周知を
図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額

（B）

基　金
残　額

（A）-（B）



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

28 12,200,000 12,200,000 12,200,000

29 44,000,000 44,000,000 7,980,000 48,220,000 9,981,468

30 91,457,000 91,457,000 31,740,000 107,937,000 39,700,314

元 35,566,000 35,566,000 53,390,000 90,113,000 66,766,818

2 80,000,000 80,000,000 63,540,000 106,573,000 79,475,211

3 61,110,000 45,463,000 80,262,844

4 133,250,000 133,250,000 60,490,000 118,223,000 75,647,382

5 10,677,000 10,677,000 57,260,000 71,640,000 71,620,188

6 34,390,000 37,250,000 51,798,425

7 0 37,250,000 0 81,380,255

実 施 場 所 福生市内

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 教育、スポーツ及び文化に関する事業：市立学校ＩＣＴ推進事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

　福生市では教育の情報化を効果的・効率的に取り組み、魅力ある学校づくりを推進するこ
とを目的とし、「福生市立学校ICT推進計画」を推進する。
　このことにより、市立学校においてＩＣＴ機器を活用した授業等を展開し、児童・生徒の「学
習意欲」「興味喚起」「理解促進」の向上を図る。

　【参考指標】
　　　 令和５年度の各小・中学校児童生徒数　（令和６年２月１日時点）
　　　　　福生第一小学校　：　306名　　　福生第二小学校　：　412名
　　　　　福生第三小学校　：　408名　　　福生第四小学校　：　241名
　　　　　福生第五小学校　：　314名　　　福生第六小学校　：　305名
　　　　　福生第七小学校　：　234名　　　（小学校計　2,220名）
　　　　　福生第一中学校　：　471名　　　福生第二中学校　：　418名
　　　　　福生第三中学校　：　223名 　　　（中学校計　1,112名）
　　　　　（児童・生徒数合計）3,332名

補 助 事 業 の 内 容 市立小・中学校に設置するパソコンやタブレット端末の機器借上等

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期
基金の造成：平成28年度から令和５年度
基金の処分：平成29年度から令和７年度

継続事業
に要した額

運用益

円

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　無

補助事業の成果及び評価並び
に地域住民への周知の実施状
況

〔補助事業の成果及び評価〕
　令和７年度では、年次更新作業を終えた５月より個別学習用タブレット端末の利用を開始
し、年度末に児童・教員・保護者へのアンケートを実施した。
　回収した児童対象のアンケートにおいて、「iPadを授業でどれくらい使っていますか？」と
いう設問では、45％が「毎日」と回答、49％であった前年度を若干下回ったが、一週間の内
授業において一日以上iPadを使用している割合は99％となっているため、必要なツールと
なっていることが伺える。iPadの操作への慣れ、授業の分かりやすさ、学校で使いたいか、
などの設問については、前年度同様に肯定的な回答が既に90％以上となっていたため、
大きな変化は見られないが、引き続きiPadがあることにより、児童の授業への興味喚起や学
習意欲の向上に寄与していると考えられる。自宅での使用頻度について、３日に1回以上で
あると回答をした児童が64％と、前年度の59％より上昇しており、週に１回以上であると回答
した児童は75％を占め、家庭学習においてもiPadの活用が見られる結果となっている。

　小学校教員へのアンケートでは、iPadの使用について「週に1回も使わない」が8％に留
まっており、引き続き授業の中でiPadが浸透していることが伺える。教員にとっても、必要な
ツールとなっており、iPadの活用が見られる結果となっている。また、操作に慣れたかとの問
いについては９割ほどが肯定的な回答をしており、活用だけでなく、習熟度についても高い
水準を維持している。
　保護者へのアンケートでは、「iPadを勉強で活用させたいか」との設問に対し「させたい」と
の回答は48％であったが、「させたくない」が9％、「どちらともいえない」が43％に留まって
おり、全体的には肯定的な見解が多数を占めると判断できる。

〔地域住民への周知の実施状況〕
　保護者宛て周知文書への記載、貸与品（タブレット端末・充電保管庫）への表示を行って
いる。また、市ホームページ及び教育広報「福生の教育」に掲載して、周知を図った。

事業の改善措置及び今後の対
応

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額

（B）

基　金
残　額

（A）-（B）



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

30 70,000,000 70,000,000 70,000,000

元 42,000,000 28,000,000 63,544,608

2 140,000,000 140,000,000 42,000,000 126,000,000 64,180,475

3 26,000,000 100,000,000 27,216,000

4 25,000,000 75,000,000 26,231,989

5 50,000,000 50,000,000 26,230,000 98,770,000 32,790,758

6 111,230,000 111,230,000 42,000,000 168,000,000 102,801,959

7 0 42,000,000 126,000,000 102,022,983

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
　熊川地域体育館及び福生地域体育館の利用者に対してサービス水準の満足度について
のアンケートを実施した。
　・指定管理委託事業者のスタッフの対応について、「満足」、「やや満足」を合わせて約
69％
　・館内等の清掃について、「満足」、「やや満足」を合わせて約71％
　全般に、利用者のサービス水準についての満足度は一定レベルに達している。
　よって、目標は達成できたと考えられる。

〔地域住民への周知の実施状況〕
　本事業について防衛省の交付金を活用して実施している旨を、市ホームページ、教育広
報「福生の教育」に掲載し周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額

（B）

基　金
残　額

（A）-（B）

継続事業
に要した額

運用益

円

補助事業の成果の目標

スポーツ・レクリエーションの指導・普及、体育館の使用、施設等の維持管理等を専門的な
知識・技術を活用できる指定管理者に行わせることにより、地域体育館利用者に質の高い
サービスを提供する。

【参考指標】令和元年度の利用者
熊川地域体育館： 62,418人
福生地域体育館：134,700人

補 助 事 業 の 内 容 　地域体育館の維持運営

補助事業の始期及び終期
基金の造成：平成30年度から令和６年度
基金の処分：令和元年度から令和10年度

実 施 場 所
熊川地域体育館：福生市熊川380番地７
福生地域体育館：福生市武蔵野台一丁目８番地７

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 教育、スポーツ及び文化に関する事業：地域体育館指定管理委託事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

30 4,000,000 4,000,000 4,000,000

元 26,000,000 26,000,000 6,000,000 24,000,000 10,100,000

2 6,000,000 18,000,000 11,023,000

3 6,000,000 12,000,000 11,016,000

4 6,000,000 6,000,000 11,009,000

5 30,000,000 30,000,000 6,000,000 30,000,000 11,002,000

6 0 6,000,000 24,000,000 20,015,500

7 0 6,000,000 18,000,000 20,645,000

実 施 場 所 福生市内

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 交通に関する事業：自転車等駐車場指定管理委託事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長

補助事業の成果の目標

　福生市では、駅前広場等における自転車の放置を防止し、交通安全、防災活動の確保
並びに市民生活の安全を確保するため、市内ＪＲ路線５駅８か所において自転車等駐車
場を設置している。また、おおむね300メートルの範囲内で必要な区域を「放置自転車等
禁止区域」と設定している。
　専門的な知識を持つ指定管理者を置くことにより、施設の良好な維持管理及び利用者
のサービス向上を図り、駐輪場を多くの人に利用してもらうことによって、市内放置自転車
等禁止区域における放置自転車台数の削減を目指す。

【参考】福生市内放置自転車等禁止区域における放置自転車撤去台数
　令和元年度　406台
　令和２年度　179台
　令和３年度　352台
　令和４年度　346台

補 助 事 業 の 内 容 　自転車等駐車場の管理・運営

補助事業の始期及び終期
基金の造成：平成30年度から令和５年度
基金の処分：令和元年度から令和10年度

継続事業
に要した額

運用益

円

事業費及び交付金額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額
（B）

基　金
残　額
（A）-（B）

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
福生市内放置自転車等禁止区域における放置自転車撤去台数
　　令和７年度461台

　市内放置自転車等禁止区域における放置自転車台数は増加したものの、専門的な知
識を持つ指定管理者が安定的に管理をしたことにより、施設の良好な維持管理及び利用
者のサービス向上が図られ、駐輪場を多くの人に利用してもらったことによって、一定数
抑えることができた。

〔地域住民への周知の実施状況〕
　本事業について防衛省の交付金を活用して実施している旨を、市ホームページ、市広
報に掲載して、周知を図った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　無

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

2 178,980,000 178,980,000 178,980,000

3 639,097,000 639,097,000 250,000,000 568,077,000 272,436,857

4 251,923,000 251,923,000 250,000,000 570,000,000 295,998,110

5 180,000,000 180,000,000 250,000,000 500,000,000 300,947,738

6 0 250,000,000 250,000,000 303,323,406

7 431,770,000 431,770,000 250,000,000 431,770,000 305,579,875

実 施 場 所 福生市内

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 教育、スポーツ及び文化に関する事業：防災食育センター維持管理等委託事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長

補助事業の成果の目標

　福生市は、避難所・備蓄・応急給食機能等を有する災害時対応施設として防災食育セ
ンターを設置し、応急給食用の米4,500㎏、汁物用乾燥具材45,000食分を備蓄してい
る。平常時は、市内小中学校10校の児童生徒に安全・安心でおいしく、栄養バランスのと
れた学校給食を安定的に提供していく。また、学校給食を提供する際に備蓄食材を使用
し、入れ替えを行って、常に鮮度が保たれるよう管理し、災害時に市民へ応急給食を提
供できるように備える。

【参考指標】
１　応急給食用備蓄米　4,500㎏（15,000人×おにぎり２個×３日分）
２　応急給食用汁物　45,000食分（15,000人×１杯×３日分）
３　令和７年度の学校給食喫食者数（令和８年１月１日現在）
　　3,664人
４　令和７年度実施の炊飯訓練におけるおにぎり提供数（令和７年10月５日実施）
　　991個

補 助 事 業 の 内 容 　防災食育センターの維持管理、学校給食の調理、配送等の委託

補助事業の始期及び終期
基金の造成：令和２年度から令和７年度
基金の処分：令和３年度から令和12年度

継続事業
に要した額

事業の改善措置及び今後
の対応

　無

運用益

円

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
・応急給食用備蓄米については、鮮度を維持するため、補充を行い給食調理に使用することで、
4,500㎏の備蓄を維持した。汁物用乾燥具材については、災害時等使用する機会がなかったため補
充は行わず、45,000食分の備蓄を維持した。併せて、管理記録を作成し、保管することで有事に備
えることができた。
・令和７年10月５日、市の防災訓練の一環として炊飯訓練を実施した。
・学校給食実施予定上限回数小学校192回、中学校190回に対し、令和７年度は小学校平均184.0
回、中学校平均185.5回実施した。
・小・中学校10校の児童・生徒全学年及び毎日喫食する教職員に対し調査を実施し、給食が「おい
しい」及び「だいたいおいしい」を合わせた評価は97％であった。また、災害時にも提供する「ごは
ん」についても、「いつもおいしい」及び「だいたいおいしい」を合わせた評価は97％と高評価であっ
た。全体の給食に対する満足度については、「満足している」及び「概ね満足している」を合わせた
評価は95％であり、学校給食に対する満足度は高いレベルである。
以上のことから目的は達成できたものと考えられる。

〔地域住民への周知の実施状況〕
本事業について防衛省の交付金を活用して実施している旨を、教育広報「福生の教育」に掲載し周
知を図った。また、施設見学者へ配布しているパンフレットを増刷するにあたり交付金の概要欄を以
前のものよりも詳細に記載した。

事業費及び交付金額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額
（B）

基　金
残　額
（A）-（B）



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

7 96,000,000 96,000,000 31,000,000 65,000,000 40,870,000

実 施 場 所 熊川駅周辺

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名 交通施設：熊川駅等バリアフリー整備事業（基金）

補 助 事 業 者 名 福生市長

補助事業の成果の目標

　現在の熊川駅は、階段のみでホームに上がる構造となっており、エレベーターが設置さ
れておらず、バリアフリー化が図られていない。
　「移動等円滑化の促進に関する基本方針（国土交通省）」において、鉄道駅における移
動等円滑化の実施が求められていることや、東京都の鉄道駅バリアフリーに関する優先
整備の考え方において、バリアフリールートの１ルート確保が掲げられていることから、交
通弱者に配慮した移動支援を充実させるとともに、熊川駅前の快適性・利便性の向上を
図るため、熊川駅のバリアフリー整備を実施する。

補 助 事 業 の 内 容
　熊川駅等のバリアフリー化に係る建物の新築工事、改築工事並びに道路改良工事の実
施

補助事業の始期及び終期
基金の造成：令和７年度
基金の処分：令和７年度から令和９年度

継続事業
に要した額

運用益

円

事業費及び交付金額

基　　金　　造　　成　　額　　（A） 基　金
処分額
（B）

基　金
残　額
（A）-（B）

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

〔地域住民への周知の実施状況〕
近隣住民に対し配布した工事のお知らせに防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金を
活用している旨記載を行った。

事業の改善措置及び今後
の対応

　無

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無


